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要約

エリートレベルアスリートのスポーツ外傷・障害報告は少ない。今回、陸上長距離（マラソン）強化指定選

手 82 人（男 46 人、女 36 人）のスポーツ外傷・障害の種類・部位とその頻度について、国立スポーツ科学

センターが強化指定選手を対象に実施している年 1回のメディカルチェック 17 年分（2002 年 1 月〜 2018 

年 12 月）を用いて調査を行った。その結果、下肢が全体の 83.1% を占めていた。プロブレムは、足 /足趾

55 件 (16.9%)、アキレス腱 53 件 (16.3%)、膝 45 件 (13.8%)、大腿 42 件 (12.9%)、足関節 35 件 (10.8%) の

順に多かった。男性はアキレス腱、女性は後脛骨筋のプロブレムが最も多かった。また、疲労骨折に関して、

男性は大腿部、女性は骨盤 /仙骨 /臀部と足 /足趾の割合が高かった。
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Abstract
There are a few reports on sports injuries in elite level athletes. The Japan Institute of Sports Sciences 
Center conducts annual medical checks for designated athletes. We investigated sports injuries types, 
sites, and their frequency in 82 long-distance (marathon) designated athletes (46 men and 36 women) 
using the medical check for 17 years (January 2002-December 2018). As a result, the lower extremities 
accounted for 83.1% in total problems. The feet / toes were 55 cases (16.9%), Achilles tendon 53 cases 
(16.3%), knees 45 cases (13.8%), thighs 42 cases (12.9%), and ankle joint 35 cases (10.8%). The most 
in male was Achilles tendon and that of the tibialis posterior tendon in female. On stress fractures, the 
proportions of the thighs were high in male and that of the pelvis / sacrum / buttocks and feet / toes in 
female.

1. はじめに 

国立スポーツ科学センターでは 2002 年 1 月よ

り各競技の強化指定選手を対象に毎年 1回のメディ

カルチェックを実施している。昨年本紀要で、2002

年 1 月から 2018 年 12 月の期間における陸上短

距離 (100m・200m) 選手のスポーツ外傷・障害発生

部位とその頻度について報告を行った 1)。今回，陸

上長距離（マラソン）強化指定選手のスポーツ外傷・

障害発生部位とその頻度について報告をする。

2. 対象と方法 

対象は 2002 年 1 月から 2018 年 12 月までの

17 年間に国立スポーツ科学センター ( 以下 JISS)

において JISS でメディカルチェックを受けた陸上

長距離強化指定選手で、オリンピック、マラソング

ランドチャンピオンシップ（MGC）、世界陸上、アジ

ア大会および東アジア大会にマラソン代表候補とし

て選出された陸上長距離強化指定選手 (以下、マラ

ソン強化指定選手 ) 82 人 ( 男 46 人、女 36 人 )

である。 メディカルチェックは JISS の常勤医師

および日本陸上競技連盟の医師により 内科、整形

外科および歯科について年毎または日本オリンピッ

ク委員会 (JOC) 派遣大会前に実施されている。 メ

ディカルチェックで認められた各選手のスポーツ外

傷・障害 (以下、外傷・障害 )は、国際オリンピッ

ク委員会 (IOC) の外傷・障害および疾患サーベイラ

ンス分類に準じて身体を 24 部位に分け 2)、「プロブ

レム」として登録を行った。 プロブレムは基本的

には診断名であるが、診断がつかない場合に問題点

を入力すると JISS で取りきめられている項目であ

る。さらにプロブレムは Active（治療や検査が必

要）、Follow（経過観察が必要）、Inactive（問題

なしや解決済み）の 3 段階で評価を行い、今回　

Active と Follow を調査対象とした。 プロブレム

の集計方法は先行研究にならい、複数回のメディカ

ルチェックを行った場合、実施間隔が 3か月以内の

同一プロブレムは 1 回とカウントした。 また、同

じプロブレムが複数年にわたる場合、 1 年毎に 1回

とカウントした 3)-5)。

3. 結果

マラソン強化指定選手の初回受診時の平均の年

齢、身長、体重および BMI とその範囲は年齢：男

性 26 才 (17-34 才 )、女性 25 才 (18-37 才 )、身

長：男性 171.4cm(161.0-189.3cm)、女性 158.4cm 

(150.4-168.2cm)、 体 重 ： 男 性 57.0kg (46.0-

73.2kg) 、女性 44.8kg (36.0-54.4kg)、BMI：男性

19.4 (17.5-22.1) 、女性 17.9 (15.6-21.1) であっ

た（表１）。また、外傷・障害件数であるプロブレ

ム数（Active と Follow を合わせた数）は総数 325 

件 ( 男 180 件、女 145 件 ) であった (表 1)。

部位別プロブレム（男女別）は図１のとおりで、

頭部・体幹 13.9％、上肢 1.5%、下肢 83.1% で下肢

が大部分を占めていた。頻度の高い５部位は、男性

は 1. アキレス腱 21.1% (38 件 )、2. 膝 15.6% (28 

件 )、 3. 足 / 足趾 15.0% (27 件 )、 4. 大腿 12.2% 

(22 件 )、5. 下腿 9.4% (17 件 )、女性は 1. 足 /

表 1	 マラソン強化指定選手の初診時のプロフィー

ルとプロブレム数 (2002 年 1 月 -2018 年 

12 月 ) 



－ 260 －

足趾 19.3% (28 件 )、2. 足関節 17.2% (25 件 )、 

3. 大腿 13.8% (20 件 )、4. 膝 11.7%  (17 件 )、5. 

骨盤 /仙骨 /臀部 11.0% (16 件 ) であった。

また、部位別プロブレム総数は、足 / 足趾 55

件 (16.9%)、アキレス腱 53 件 (16.3%)、膝 45 件  

(13.8%)、大腿 42 件 (12.9%)、足関節 35 件 (10.8%)

の順に多くアキレス腱・足関節・足 /足趾で全体の

44.0% （下肢の 53.0%）を占めていた。 これらの部

位のプロブレム上位３つは、足 / 足趾は 1. 足底腱

膜炎、2. 疲労骨折、3. 外反母趾、アキレス腱は 1. ア

キレス腱炎・周囲炎、2. アキレス腱部痛、3. アキ

レス腱症、膝は 1. 腸脛靭帯炎、2.( 膝 ) 滑膜ひだ

障害、3. 大腿四頭筋腱炎、大腿は 1. ハムストリン

グス肉ばなれ /付着部炎、2.( 大腿 )疲労骨折、3. 大

腿部痛、足関節は1.後脛骨筋腱障害、2.足関節捻挫・

靭帯損傷、3. 足関節部痛で、プロブレムとして多

かったのは順にアキレス腱炎・周囲炎 36 件、後脛

骨筋障害 20 件、ハムストリングス肉ばなれ / 付着

部炎および腸脛靭帯炎18件、足底腱膜炎16件であっ

た（表 2）。 

4. 考察 

マラソン強化指定選手のメディカルチェックに

おけるプロブレムは、下肢が全体の 83.1% を占め、

足 /足趾 55 件 (16.9%)、アキレス腱 53 件 (16.3%)、

膝 45 件 (13.8%)、大腿 42 件 (12.9%)、足関節 35 件

(10.8%) の順に多かった。van Gent ら (2007) およ

び Kluitenberg ら (2015) は、下肢のランニング傷

害の発生率は 19.4％から 79.3％の範囲と述べてお

り 6,7)、今回の結果は彼らの報告より多かった。

また、一般ランナーを対象とする報告では、横江

図 1　マラソン強化指定選手のスポーツ外傷・障害とその割合 (%)

表 2	 マラソン強化指定選手の受傷部位における上

位3ブロブレム (2002年 1月 -2018年 12月 ) 
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本編は、平成 27 年度〜令和 2 年度スポーツ庁受

託事業「スポーツ研究イノベーション拠点形成プロ

ジェクト (SRIP)」における成果である。 
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る発症部位の違いに有意差はなかったと報告してい

る。プロブレムと障害の違いはあるが、エリートア

スリートは一般ランナーと異なり、足 /足趾やアキ

レス腱にプロブレムが多かった。

性差に関して、Francis (2018)10) は解析で性差

は認めなかったと述べているが、JISS におけるメ

ディカルチェックのプロブレム割合は足 /足趾、ア

キレス腱、膝、大腿、骨盤 /仙骨 /臀部は男女同程

度であった。しかし、鼡径部とアキレス腱は男性に

多く、反対に足関節は女性に多かった。このことよ

り、マラソン強化指定選手では性差を認める部位が

ある可能性が考えられた。

疲労骨折は、骨盤 /仙骨 /臀部 9件（男 4件、女

5 件）、大腿 8 件（男 8 件）、下腿（男 4 件、女 1

件）、足 /足趾 11 件（男 7件、女 4件）で、全体の

10.2％であった。日本陸連医事委員会の調査 11,12）

では、疲労骨折は2017年度全国大学駅伝の322人（男

179 人、女 128 人）の 24.8%、2014 年度全国高校駅

伝 498 人（男 293 人、女 205 人）の 32.9% と報告さ

れている。そして、大学（男 / 女）・高校の“ふと

もも”の各疲労骨折 6.4%、11.6% および 6.2% に比べ、

本編の大腿部の疲労骨折は 24.2%（33 件中の 8 件）

と大きく、割合が高い要因として競技種目や競技レ

ベルの違い、データ数の問題などとの関連が考えら

れた。

5. まとめ 

2002 年 1 月から 2018 年 12 月にかけて JISS でメ

ディカルチェックを受診したマラソン強化指定選手

82 人（男 46 人、女 36 人）のスポーツ外傷・障害

発生部位とその頻度について報告を行った。エリー

トレベルのマラソン選手は、下肢のプロブレムが

83.1％で、男性はアキレス腱、女性は後脛骨筋のプ

ロブレムが最も多かった。また、疲労骨折に関して、

男性は大腿部、女性は骨盤 /仙骨 /臀部と足 /足趾

の割合が高かった。今後、 JISS スポーツクリニッ

ク外来の診療録情報なども用い、プロブレムに登録

された外傷・障害部位間の関連や並存する外傷・障

害との関連、および外傷・障害の治療期間に対する

競技特異性などについて検討予定である。
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